
背景写真は岐阜県花の蓮華草です。

（切り取ってFAXして下さい）

三十年近く前のことです、当時私は　大学病院の補綴学教室に籍を置き　昼は診療、そして　診療後は深夜まで歯科技工という日々
を送っていました。診療も技工も未熟な私にとって　指導教官達の作る精密で緻密な技工物は非の打ちどころのない芸術品のように
思えたものです。
正確な治療技術とより精密な技工物！　これらによって　完璧な口腔環境が仕上がると信じ、ひたすらそれをめざして日々すごしてい
ました。そして　数年間の大学病院勤務の後　私は静岡県の片田舎で開業しました。多くの患者さんが来てくれました。
確かに正確で精密な治療により多くの患者さんは　より良い口腔状態になりました。
ところが　噛み合わせ異常の患者さんの中には精密な治療により口腔状態が改善しているはずなのに症状は依然悪いままの人が
いる。一方　とんでもない不良咬合だったり　あるいは　ろくにブラッシングすら行わないのに歯科医院に来ることもなく健康を
謳歌している人もいる。これらの　患者さんを通して私は思いました。
「歯医者の使命は、正しい咬み合わせや、ちゃんとした技工物を作ることと同時に、多少咬み合わせがズレようとも　
多少ブラッシングが不完全でも　びくともしないような体づくりをすることじゃないか、、？」と。
現代医学では「早期発見、早期治療」が好ましい治療とされていますが、東洋医学では「未病を治す」という概念があります。
これは「病気になる前段階（未病）を治してしまおう」という意味ですが、丈夫な体を目指す上で　この「未病を治す」という考え方は　
私により大きな共感を与えてくれました。
最近　注目されている医学に「抗加齢医学Anti Aging Medicine」があります。
これは加齢による障害や病気の機序を解明し　少しでも良い健康状態を維持しようという考えです。
「抗加齢」は「未病を治す」よりもさらに高次元の考え方で、病気にならない体作りにとても大きなヒントを与えてくれます。
今回　この「未病を治す」東洋医学と、抗加齢医学についてお話していきたいと思います。

出席申し込み票

＊申し込み票ご記入の上、8月10日（水）までに右記へご返信下さい。　FAX（０５８）２６３‐１７３７　大竹歯科医院

E-mail ＠ 携帯メール ＠ 昼食会 参加　　不参加　(準備の都合上ご回答を○で）

住所 〒

TEL(　　　　）　　　　‐　　　　　　FAX(　　　　）　　　　‐　　　　　携帯（　　　　）　　　　　‐

お名前 1.支部会員　　２．コ・デンタル　３．知人

（参加者別に○印を）

２，３　の方　紹介者名

複数ご参加の方、氏名列記

平成23年度日本歯科東洋医学会東海支部講演会平成23年度日本歯科東洋医学会東海支部講演会

「アンチエイジングと包括的歯科治療」   磐田市開業　田村享生先生
　　

会費　東海支部会員：\4,000-、コ・デンタル　\1,000-　東海支部会員外：\5,000-定員：３０名
　　　懇親昼食会は会費に含みます。　

                                       日本歯科東洋医学会東海支部　支部長　大竹和行　
                                                                           岐阜市住ノ江町2-12 大竹歯科医院　TEL:058-264-8855　FAX:058-263-1737　

立夏の候、お見舞い申し上げます。　各位にはご健勝のこととお喜び申し上げます。
さて、平成23年度表記学術講演会を開催いたしますので、多数のご参加をお待ちしております。

○日時：平成23年8月28日(日)　　10:30～16:00　
　　　　　　　　　　　　　　　　　(10:３0～1１:０0総会)
○会場：「長良川スポーツプラザ」2階研修室　　〒502-0817　
　　　　　　岐阜市長良福光青襖2070-7　TEL:058-295-6300
○交通アクセス：ＪＲ岐阜駅・名鉄岐阜駅からバス（所要時間約２０分）。
　　　　　　　　市営バス長良線１、１１・三田洞線１３。 
　　　　　　　　岐阜バスメモリアル循環線の「岐阜メモリアルセン
　　　　　　　　ター前」下車（徒歩約５分）

－東洋医学を踏まえて－


